
千代紙などで作られた色とりどりの吊（つる）し飾りが、北鎌倉地区を彩っている。３年目の今年はＪＲ北鎌倉駅を中心
に南北約２㌔の範囲で、90カ所以上の店頭や店内に飾られている。写真はかまくら陶芸館（鎌倉市山ノ内）。３月30日まで。
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横
浜
市
中
区
に
あ
る
県
立
歴
史
博
物

館
に
は
、
青
い
目
に
ち
ょ
ん
ま
げ
、
か

み
し
も
姿
の
営
業
部
長
が
い
る
。
名
は

「
パ
ン
チ
の
守か

み
」。
２
月
の
大
雪
の
金
曜

日
に
は
玄
関
前
で
雪
か
き
を
す
る
な

ど
、
活
躍
し
て
い
る
＝
写
真
。

　

も
と
は
、
英
国
人
報
道
画
家
ワ
ー
グ

マ
ン
が
描
い
た
風
刺
漫
画
の
登
場
人

物
。
刀
で
な
く
、
鉛
筆
と
羽
ペ
ン
を
腰

に
差
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
す
て
き
だ
。

　

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ワ
ー
グ
マ
ン
、
１
８

３
２
年
英
国
生
ま
れ
。
英
週
刊
紙
「
イ

ラ
ス
ト
レ
イ
テ
ッ
ド
・
ロ
ン
ド
ン
・

ニ
ュ
ー
ズ
」
特
派
員
と
し
て
６１
年
、
開

国
ま
も
な
い
日
本
の
土
を
踏
む
。
来
日

早
々
、
攘じ

ょ
う
い夷
派
浪
士
が
英
国
公
使
を
襲

撃
し
た
「
東
禅
寺
事
件
」
に
居
合
わ
せ
、

生
々
し
い
現
場
の
様
子
を
世
界
に
伝
え

た
。
翌
年
、
横
浜
で
「
ジ
ャ
パ
ン
・
パ

ン
チ
」
を
創
刊
。
８７
年
の
終
刊
ま
で
、

自
ら
が
見
聞
し
た
時
事
ニ
ュ
ー
ス
や
横

浜
居
留
地
の
出
来
事
を
記
し
た
。
そ
の

表
紙
絵
を
飾
っ
た
の
が
、
ワ
ー
グ
マ
ン

の
自
画
像
と
さ
れ
る
鼻
の
大
き
な
「
パ

ン
チ
の
守
」だ
。
日
本
で
漫
画
絵
を「
ポ

ン
チ
」
と
呼
ぶ
の
は
、「
ジ
ャ
パ
ン
・
パ

ン
チ
」
に
ち
な
む
と
、
恥
ず
か
し
な
が

ら
初
め
て
知
っ
た
。

　

ワ
ー
グ
マ
ン
が
活
躍
し
た
時
代
、
特

に
幕
末
時
は
、
写
真
は
発
明
さ
れ
て
い

た
が
報
道
現
場
で
は
ま
だ
十
分
活
用
さ

れ
ず
、
多
く
の
画
家
が
報
道
カ
メ
ラ
マ

ン
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
ワ
ー
グ
マ

ン
も
来
日
前
に
中
国
で
ア
ロ
ー
戦
争
を

取
材
し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
の
東
端
の
国

か
ら
送
ら
れ
る
数
々
の
事
件
や
見
慣
れ

ぬ
風
俗
に
つ
い
て
の
リ
ポ
ー
ト
を
、
欧

州
の
人
々
は

ど
ん
な
風
に

読
ん
で
い
た

の
だ
ろ
う
。

戦
場
カ
メ
ラ

マ
ン
の
渡
部

陽
一
さ
ん

や
、
シ
リ
ア
で
取
材
中
に
殺
害
さ
れ
た

山
本
美
香
さ
ん
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て

い
た
の
か
、
と
ち
ょ
っ
と
不
思
議
で
意

外
な
気
も
し
た
。

　

県
博
に
よ
れ
ば
「
パ
ン
チ
の
守
」
の

営
業
部
長
起
用
は
、
歴
史
に
興
味
を
も

つ
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
の
思
い
か

ら
。
ゆ
る
キ
ャ
ラ
な
ら
ぬ
カ
ル
キ
ャ
ラ

（
カ
ル
チ
ャ
ー
＝
文
化
的
＝
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
）
を
目
指
す
、
と
も
。

　

ワ
ー
グ
マ
ン
は
日
本
女
性
と
結
婚
し

子
を
も
う
け
、
91
年
に
亡
く
な
っ
た
。

墓
の
あ
る
横
浜
外
国
人
墓
地
で
毎
年
、

命
日
の
２
月
８
日
に
墓
前
祭
（
ワ
ー
グ

マ
ン
祭さ

い
、
別
名
ポ
ン
チ
・
ハ
ナ
祭ま

つ
り）

が

行
わ
れ
る
が
、
今
年
は
大
雪
の
た
め
に

中
止
。
ハ
ナ
祭
の
ハ
ナ
は
、
彼
の
高
い

鼻
と
花
を
か
け
た
も
の
で
、
花
１
輪
を

持
参
す
れ
ば
誰
で
も
参
列
で
き
た
か
ら

と
い
う
伝
承
も
心
に
し
み
た
。

（
神
奈
川
新
聞
社
文
化
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
幸
恵
）

パ
ン
チ
の
守
と
ワ
ー
グ
マ
ン

視
描点
点

− 　 −3



　

前
号
に
紹
介
し
た
、
日
本
人
最
初
の

日
本
語
に
よ
る
広
告
を
掲
載
し
た《
万

国
新
聞
紙
》
は
、
現
在
の
新
聞
と
は
大

ち
が
い
、な
に
し
ろ
、活
字
は
ま
だ
無
い
。

　

木
の
板
に
ノ
ミ
で
文
字
を
彫
っ
て
、

墨
を
塗
り
、
紙
に
写
し
取
る
。
紙
は
薄

い
和
紙
。
そ
れ
を
2
つ
に
折
っ
て
、
こ

よ
り
で
綴
じ
る
。
こ
よ
り
と
は
和
紙
を

細
く
切
っ
て
、
よ
り
を
か
け
た
ヒ
モ
。

で
き
た
の
は
冊
子
。
つ
ま
り
雑
誌
の
よ

う
な
も
の
で
、
お
よ
そ
新
聞
と
は
ほ
ど

遠
い
。

　

万
国
新
聞
紙
の
前
後
に
で
た
《
海
外

新
聞
》
も
、《
横
浜
新
報
も
し
ほ
草
》（
岸

田
吟
香
と
ヴ
ァ
ン
・
リ
ー
ド
が
１
８
６

８
年
４
月
発
刊
）も
同
じ
よ
う
な
冊
子
。

ど
れ
も
発
行
は
月
１
回
。
つ
ま
り
月
刊

紙
で
あ
る
。

　

な
ら
ば
現
在
の
よ
う
な
日
刊
新
聞

は
、
い
つ
か
ら
出
た
の
か
。
70
（
明
治

3
）年
12
月
８
日
に
発
刊
さ
れ
た
、《
横

浜
毎
日
新

聞
》、（
今
の

毎
日
新
聞
と

は
無
関
係
）

で
あ
る
。
長

年
、
現
物
が

な
く
幻
の
新

聞
で
あ
っ
た

が
１
９
６
４

（
昭
和
39
）

年
、
群
馬
県

で
発
見
さ
れ

た
。
右
が
１

ペ
ー
ジ
目
、

左
が
2
ペ
ー

ジ
目
。
タ
テ
32
セ
ン
チ
、
ヨ
コ
28
セ
ン

チ
の
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
（
通
常
の
新
聞
の

半
ペ
ー
ジ
大
）。
和
紙
で
は
な
く
、
洋

紙
に
両
面
刷
り
の
2
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。

　

海
外
へ
の
窓
口
で
あ
る
横
浜
に
こ

そ
、
毎
日
発
行
さ
れ
る
新
聞
が
必
要
と

考
え
た
の
は
神
奈
川
県
知
事
・
井
関
盛

良
。
原
善
三
郎
（
原
三
溪
の
義
父
）
な

ど
、
地
元
財
界
人
が
資
金
援
助
。
ヘ
ボ

ン
の
門
下
で
、

横
浜
洋
書
検
閲

官
で
あ
っ
た
子

安
峻
が
中
心
に

な
っ
て
創
刊
し

た
。

　

題
字
の
右
下

に
あ
る
「
新
聞

告
白
」
と
は
、

創
刊
の
辞
の
こ

と
。
い
わ
く
、

こ
の
新
聞
は
世

界
の
動
静
や
内

外
の
物
価
、
港

の
状
況
な
ど
、

わ
が
貿
易
振
興
の
た
め
に
発
行
す
る
。

広
告
は
夕
刻
4
時
ま
で
に
申
し
込
め
ば

翌
日
掲
載
す
る
と
、
社
告
に
入
れ
る
ほ

ど
広
告
を
重
視
し
て
い
た
。

　

当
然
で
あ
る
。
購
読
者
数
は
ま
っ
た

く
手
さ
ぐ
り
、
広
告
収
入
を
あ
て
に
す

る
し
か
な
か
っ
た
。
だ
れ
が
営
業
に

回
っ
た
の
か
、
創
刊
号
に
ち
ゃ
ー
ん
と

広
告
が
載
っ
た
。2
ペ
ー
ジ
目
の
左
下
、

「
転
宅
告
白
」が
そ
れ
。社
告
も
広
告
も
、

告
白
だ
か
ら
や
や
こ
し
い
。
は
て
広
告

は
　

�「
野
毛
橋
む
こ
ふ
貮
丁
目
横
町
薬
種

屋
と
な
り
へ
引
移
申
す
。
馬
し
や
道

駒
形
橋
か
と　

料
理
屋
ま
る
き
ん
」

　

横
浜
馬
車
道
の
駒
形
橋
角
に
あ
る
料

理
屋
ま
る
き
ん
が
、
野
毛
橋
の
向
こ
う

2
丁
目
横
町
、
薬
屋
の
と
な
り
へ
引
っ

越
す
と
。
日
本
最
初
の
日
刊
紙
に
載
っ

た
、
記
念
す
べ
き
広
告
で
あ
る
。

　

こ
の
辺
り
を
ボ
ク
は
と
き
ど
き
、
徘

徊
す
る
。
だ
け
ど
料
理
屋
に
は
と
て
も

入
れ
な
い
、
居
酒
屋
が
よ
ろ
し
い
と

酔
っ
ぱ
ら
い
の
告
白
で
あ
り
ま
す
る
。

（
美
術
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、茅
ヶ
崎
市
在
住
）

（
図
）
日
本
最
初
の
日
刊
紙
「
横
浜
毎

日
新
聞
」
創
刊
号
・
１
８
７
０
（
明
治

３
）
年
12
月
8
日
発
行

酔
っ
ぱ
ら
い
の
告
白

宮
野
　
力
哉

新
聞
広
告
が
始
ま
っ
た
⑤

広
告

談
珍

− 　 −16


